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歳出内訳用語説明歳出内訳用語説明
①議会費＝議員報酬、議会運営
②総務費＝まちづくりや財産管理、一般事務費 な ど
③民生費＝子育て支援、保育所運営、高齢者・障 が い
　　　　　者福祉、アイヌ施策
④衛生費＝健康増進対策、母子保健、有害鳥獣捕 獲 、
　　　　　ゴミ・し尿処理、水道施設関係
⑤農林水産業費＝農業・林業・畜産業の振興対策
⑥商工費＝商工業の活性化、観光事業の促進
⑦土木費＝道路、河川、町営住宅などの整備・管 理
⑧消防費＝消防・救急活動など
⑨教育費＝小中学校の整備、文化・スポーツの 振 興
⑩公債費＝国や金融機関からの借入の返済
⑪諸支出金＝基金の積立てなど

歳入内訳用語説明歳入内訳用語説明
◆自主財源とは

町税や使用料など、町が自主的に集められるお金
①町税＝住民税や固定資産税などの税金
②使用料および手数料
　＝施設使用料や証明等交付手数料など
③寄附金＝ふるさと納税寄附金など
④繰入金＝基金（町の貯金）の取り崩しなど
⑤その他＝財産収入、分担金および負担金など
◆依存財源とは

国や道から交付されるお金や町債
① 地 方 交 付 税 ＝ 一 定 の 行 政 サ ー ビ ス が 行 え る よ う
　　　　　　　 国からの交付金
② 国 庫・道 支 出 金 ＝ 定 め ら れ た 事 業 に 対 す る 国 や
　　　　　　　　　道からの補助金
③町債＝町が行う事業に対して借入するお金

項　目 予算額 構成比

人件費 1 4 億 1 , 9 0 4 万円 17 . 6 %

物件費 1 1 億 3 , 9 3 8 万円 14 . 1 %

維持補修費 9 , 9 0 1 万円 1 . 2 %

扶助費 5 億 3 , 7 3 1 万円 6 . 7 %

補助費等 6 億4 , 8 8 5 万円 8 . 1 %

普通建設事業費 2 1 億 7 , 6 8 2 万円 2 7 . 0 %

災害復旧事業費 5 4 万円 0 . 0 %

公債費 9 億4 , 3 9 0 万円 1 1 . 7 %

積立金 2 億 1 , 4 8 2 万円 2 . 7 %

繰出金 8 億 2 , 3 3 5 万円 1 0 . 2 %

その他（貸付金・予備費） 5 , 6 9 8 万円 0 . 7 %

合　計 8 0 億 6 , 0 0 0 万円 1 0 0 . 0 %

 一般会計の性質別歳出

項　目 予算額 前年増減

国民健康保険
特別会計 7 億 2 , 9 9 0 万円 5 0 万円

後期高齢者医療
特別会計 1 億 2 , 9 8 0 万円 7 6 0 万円

介護保険特別会計 5 億 8 , 4 4 0 万円 9 4 0 万円

国民健康保険病院
特別会計 1 1 億 0 , 5 0 0 万円 2 , 0 0 0 万円

簡易水道事業会計 5 億 7 , 3 2 0 万円 1 0 , 3 9 5 万円

合　計 3 1 億 2 , 2 3 0 万円 1 億 4 , 1 4 5 万円

 特別会計・企業会計

　 令 和 ８ 年 度 各 会 計 予 算 が 、３ 月 の 町 議 会 定 例 会 に お い て 議 決 さ れ、一 般 会 計 予 算 は、歳
入・歳 出 そ れ ぞ れ ８ ０ 億 ６ ，０ ０ ０ 万 円 と な り、前 年 度 よ り ６ 億 ７ ０ ０ 万 円 増 加 し ま し た。
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 な ど ５ 特 別 会 計 で も １ 億 ４，１ ４ ４ 万 ６，０ ０ ０ 円 の 増 加 と な り、予
算総額は前年を上回る予算規模となりました。
　 予 算 編 成 に あ た っ て は、長 引 く 物 価 高 騰 や 人 件 費 の 上 昇、そ の 影 響 に よ る 各 種 経 費 へ の 価
格 転 嫁 等 に 加 え、公 債 費 の 償 還 が ピ ー ク を 迎 え る な ど、義 務 的 経 費 の 著 し い 増 加 に よ る 非 常
に厳しい中での編成作業となりました。
　 し か し、急 激 に 変 化 す る 社 会 経 済 情 勢 や 国 の 政 策 に も 対 応 し な が ら、地 域 経 済 の 循 環 や 雇
用 の 確 保 を 図 る た め、投 資 的 経 費 の 予 算 確 保 は 必 須 で あ る こ と か ら、町 民 と い っ し ょ に そ れ
ぞれの夢（あした）を実現できるまちづくりを推進するための予算を編成しました。
　令和８年度は、「みんなでつくろう！びらとりの未来（あした）！」をテーマにした「第７
次 平 取 町 総 合 計 画 」の 初 年 度 と な り ま す。義 務 的 経 費 の 増 加 に よ り ５ 億 円 超 の 基 金 繰 入 を 予
定 す る な ど、町 財 政 の 見 通 し は 今 な お 厳 し い 現 状 で す が、健 全 な 財 政 状 況 を 維 持 し、各 施 策
や事業が進められるよう持続可能な行財政の運営に努めていきます。

◆ 義 務 的 経 費 と は 　 地 方 自 治 体 の 歳 出 の う ち、法 律 や 制 度 に 基 づ き、そ の 支 出 が 義 務 づ け ら れ、任 意 に 削 減
し に く い 経 費 で、人 件 費（ 議 員 報 酬、職 員 給 与 な ど ）、扶 助 費（ 生 活 保 護 費 や 児 童 手 当
など）、公債費で構成され、極めて硬直性が強い経費です。

◆ 投 資 的 経 費 と は　 道 路、橋、学 校、庁 舎 な ど 公 共 施 設・公 用 施 設 の 新 増 設、整 備 等 に 要 す る 経 費 で、普 通 建
設事業費、災害復旧事業費から構成されます。

予算の総括　一般会計は８. １％増、特別会計は４. ７％増
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区 分 決 算 額

 議会費 ３，８８２万円

 総務費 ２１億１，３４０万円

 民生費 １６億４，２９７万円

 衛生費 ３億３，２９７万円

 農林水産業費 ４億２，０１７万円

 商工費 ６億７，５６０万円

 土木費 ４億１，７８７万円

 消防費 ２億８，９９４万円

 教育費 ５億１，０３７万円

 災害復旧費 ５４万円

 公債費 ９億４，３９０万円

 諸支出金 ６億６，８４５万円

 予備費 ５００万円

区 分 決 算 額

自

主

財

源

 町税 ４億８, ５１２万円

 使用料及び手数料 １億３, ９０７万円

 寄附金 ４億０, １００万円

 繰入金 ５億７, ７６０万円

 その他 ３億２, ３２７万円

 財産収入 ７，１６５万円

 繰越金 ３, ０００万円

 諸収入 ２億２, １６２万円

依

存

財

源

 地方交付税 ３７億６, ０００万円

 国庫・道支出金 １３億６，１３４万円

 町債 ７億４，５３０万円

 各種交付金等 ２億６，７３０万円

歳出の内訳歳入の内訳

歳出
80 億

6,000 万円

歳入
80 億

6,000 万円

一般会計　80 億6，0００万円
※令和７年度予算（当初） 74 億5,300 万円

令和８年度 平取町の予算

一般会計の予算内訳
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未来につなぐびらとり発信局（SNS(X) を用いた町情報発信の強化）
　代表　福澤　かおり　　新規団体

振内ハーモニーサークル（エブリディイングリッシュ実践）
　代表　川上　憲司　　継続団体２年目

平取高校魅力化し隊（平取高校魅力化プロジェクト）
　代表　和田　理一　　継続団体3 年目

ママcafé@ 平取（ママを笑顔にプロジェクト）
　代表　石黒　弘美　　継続団体3 年目

 令和７年度 びらとり協働の
　　　　　　　　　まちづくり事業　実績報告会

　「 び ら と り 協 働 の ま ち づ く り 事 業 」は、地 域 で 活 動 す る 団 体 や 事 業 者 が、公 共 的 な 課 題 の
解 決 や 地 域 の 活 性 化 等 を 図 る た め 企 画・提 案 し た 事 業 を、町 か ら の 補 助 金 を 受 け て 具 体 的
に 実 施 す る 事 業 で す。令 和 ７ 年 度 は、４ 団 体 が 企 画 提 案 し た 事 業 が 採 択 さ れ、３ 月27 日 ㈮ に
実 施報告会を行いました。

　 今年は、地域や平取に縁のある方を招いてママの交流
の場づくりや地域との接点を作ってきました。子育て支
援、地域交流、孤立防止など、ママの笑顔に繋がる活動
を進め、情報交換や育児の悩みなどを共有できる場にな
りました。これからも子育て世代だけでなく、地域全体
のつながりを深める活動を考えていきます。

　平取高校をＰＲする平取高校生コラボポスターの作成
に取り組み、作るだけでなく町内外へのＰＲに活用しま
した。「自分たちの学校の魅力を発信する」ことから、生
徒が自ら考え、発信する機会が増えたことにより、地域
との繋がりの強化、まちづくりへの関心など、社会と関
わる意識が高まりました。

　流暢に話せなければ英語を話せると言えないというこ
とはありません。言語も文化も違っていても「人対人」と
して仲良くなれる手段としての英語ということが納得で
きました。身近に様々な人がいて、多様性を体験するこ
とで視野が広がりました。参加した地域に住む外国人に
とっても日本語力がアップする機会になりました。

　町内で開催された SNS セミナーをきっかけに「町民で
もできることがある」と町民による情報発信の活動を開
始しました。町内の発信者が１チームとなり継続的かつ
効果的な発信を行うことで、平取町の暮らしや魅力を多
面的に発信し、町の認知度アップ、フォロワー数や来訪
者など関係人口の増加に繋がりました。
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令和8 年度の主たる事業

　「 平 取 町 ア イ ヌ 施 策 推 進 地 域 計 画 」に 基 づ き、イ オ
ル 再 生 事 業 を は じ め と し た 各 種 事 業 を 継 続 し ま す。
　 ま た、令 和 ８ 年 度 は、ア イ ヌ 文 化 の 伝 承、保 存 に
貢 献 さ れ、国 会 議 員 と し て ア イ ヌ 新 法 等 の 制 定 に 関
わ っ た 萱 野 茂 氏 の 生 誕100 年 と な り、特 別 展 を は
じ め と し た 記 念 事 業 を 実 施 し ま す。伝 承 者 の 育 成 や
各 種 団 体 と の 文 化 交 流 促 進 な ど、平 取 町 な ら で は の
アイヌ文化の振興、継承を推進していきます。

　 令 和 ６ 年 度 か ら 全 国 募 集 に 取 り 組 み、道 外 か ら 生
徒 が 入 学 し て い ま す 。国 の 補 正 予 算 に よ り 学 生 寮 の
整 備 費 を 予 算 化 し、令 和 ８ 年 度 の 完 成 を 予 定 し て い
ま す。ま た、地 域 資 源 を 活 用 し た 特 色 あ る 教 育 プ ロ
グ ラ ム の 実 践 を 地 域 の 関 係 機 関 と と も に 支 援 す る
体制を構築し、高校魅力化を推進していきます。

　 地 域 お こ し 協 力 隊 の 参 入 な ど 、町 内 で の 暮 ら し や 雇 用 の 確 保 を 図 る た め、民 間 賃 貸 共 同 住
宅 整 備 に 対 す る 支 援 の 継 続 や 「 本 町 み ど り が 丘 住 宅 団 地 建 替 基 本 計 画 」に 基 づ き 、民 間 資 本
を活用した共同住宅整備等に対する支援を新たに制定し、住環境整備の充実を図ります。

　 平 取 養 護 学 校 高 等 部 の 卒 業 生 を 含 む 障 が い の あ る 方 が、可 能 な 限 り 地 域 で の 自 立 を め ざ す
こ と が で き る よ う 、就 労 の 場 の 拡 充 と 住 居 の 確 保 の た め 、本 町 地 区 に 共 同 生 活 援 助 施 設（ グ
ループホーム）の建設と指定就労継続支援事業の整備に向けた支援をしていきます。

民間賃貸共同住宅整備費助成事業

　　　　　　　　　　　２４，０００千円

公営住宅改修事業　　　２３，０００千円

共同生活援助施設（グループホーム）整備事業㊟
指定就労継続支援事業所整備事業㊟

※　㊟は工事入札に関わるため予算額は非表示

　
アイヌ施策推進法・アイヌ政策推進交付金の概要

　〜アイヌの人々の誇りが尊重される社会の実現を目指します〜

アイヌ施策推進法
　 先 住 民 族 へ の 配 慮 を 求 め る 国 内 外 の 要 請 等 に 鑑
み 、従 来 の 福 祉 政 策 や 文 化 振 興 に 加 え 、産 業 振 興 等
を 含 め た 様 々 な 課 題 を 早 急 に 解 決 す る こ と を 目 的
と し て 、「 ア イ ヌ の 人 々 の 誇 り が 尊 重 さ れ る 社 会 を
実 現 す る た め の 施 策 の 推 進 に 関 す る 法 律 」（ ア イ ヌ
施 策 推 進 ）を 制 定
 ● 目 的 規 定 、基 本 理 念 、国 ・地 方 自 治 体 の 責 務 等
 ● ア イ ヌ 政 策 を 総 合 的 か つ 継 続 的 に 実 施 す る た め
　 の 支 援 措 置（ 市 町 村 が 作 成 し た ア イ ヌ 施 策 推 進
　  地 域 計 画 に 基 づ く 事 業 に 関 し 、交 付 金 の 交 付 ）
 ● 民 族 共 生 象 徴 空 間 の 管 理 に 関 す る 措 置
 ● ア イ ヌ 政 策 推 進 本 部 （ 内 閣 に 設 置 ）

アイヌ政策推進交付金
　 ア イ ヌ 政 策 を 総 合 的 に 推 進 す る た め、従 来 の 文 化
振 興 や 福 祉 施 策 に 加 え 、地 域 振 興、産 業 振 興、観 光 振
興 等 を 含 む 支 援 の た め の 交付金制度を創設
 ● 交 付 金 対 象 事 業 　①コ ミュニティ活動支援事業
　 　 　 　 　 　 　 　 　  ② 文 化振興事業
　 　 　 　 　 　 　 　 　  ③ 地 域・産業振興事業

国 市町村
①地域計画を申請

②計画を認定、認定計画に基づく事業に
　対して交付金を交付
　（交付率 8/10、地方財政措置あり）

解説

高校魅力化プロジェクト事業

（全国募集活動、学生寮等運営）

　　　　　　　　　　６７，５６０千円

高校教育振興事業

（制服購入費、各種検定料、通学費等助成）

　　　　　　　　　　　６，１９８千円

学生寮整備事業㊟

萱野 茂生誕100 年記念事業

　　　　　　　　　　 １２，９８７千円

ジャパン・ソサイエティ派遣事業

　ニューヨークでのアイヌ特化イベント

　　　　　　　　　　 ２０，２３５千円

海外博物館等交流事業

　ユゼフ・ピウスツキ博物館（ポーランド）

　継承者等派遣　　　　 ６，５６７千円

アイヌ文化国際交流事業

　台湾先住民族交流派遣 ５，８６１千円

荷負生活館整備事業㊟

アイヌ文化の振興

平取高校の生徒確保

住環境整備の充実

障がい者の自立支援
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　　陶器づくりに挑戦！　　振内地区の新規就農の方々が陶芸に挑みました

　 冬 場 の わ ず か な 農 閑 期 を 利 用 し て、地 域 の 芸 術 文
化 に 触 れ よ う と 振 内 陶 芸 サ ー ク ル（ 代 表 佐 々 富 子 
氏 ）の 指 導 を 受 け 、手 び ね り や 電 動 ロ ク ロ を 使 っ て
抹 茶 碗 、湯 呑 み、花 瓶 な ど、数 々 の 作 品 を 作 り 上 げ ま
し た。
　 参 加 者 か ら は「 様 々 な 活 動 を 通 し て 地 域 の 人 た
ち と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取 れ る こ と が い ち ば ん
の 喜 び で す。 来 年 か ら は 本 格 的 に 作 品 づ く り に 励
み たい」と 意気込んでいました。

　 平 取 町 内 で 就 農 し、夫 婦 で 自 立 経 営 を 目 指 す、令 和
８ 年 度 新 規 参 入 農 業 研 修 生 に 神 谷 大 輔 さ ん・真 弓 さ
ん（ 岐 阜 県 ）が 決 定 し、４ 月 ６ 日㈪に 役 場 を 訪 れ、遠 藤
町長に挨拶しました。
　 神 谷 さ ん は、「 今 後 の 人 生 を ど う 過 ご し た い か を 考
え た 時、一 度 き り の 人 生、や り た い 事 に チ ャ レ ン ジ し
よ う と 決 め ま し た。皆 さ ん に 美 味 し い ト マ ト を 提 供 で
き る よ う が ん ば り ま す 」と、新 た な 挑 戦 に 決 意 を 話 さ
れました。今後２年間は、受入農家の渡邉 邦衡さん（振
内町）の指導のもとで、研修を重ねていきます。

神谷 大輔 さん・真弓 さん

トマト農家を目指して！〜新規参入農業研修生〜

消防団協力事業所に総務省消防庁より表示証が交付されました

　 ４ 月 ２ 日 ㈭、消 防 組 合 副 管 理 者 で あ る 遠 藤 町 長 よ り 株 式 会 社 小 向 建 設（ 代 表 取 締 役 小 向  
貴則 氏 ）に「 総務省消防庁消防団協力事業所表示証（ゴールドプレート）」が交付されました。
　 こ の 制 度 は、既 に 消 防 組 合 よ り 消 防 団 協 力 事 業 所 の 認 定 を 受 け て い る 事 業 所 の う ち、総 務
省 消 防 庁 の 定 め る 認 定 基 準 に 適 合 し 、日 頃 か ら 消 防 団 活 動 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 事 業 所
に 対 し、社 会 貢 献 の 証 と な る 表 示 証 を 交 付 し、一 層 の 地 域 防 災 体 制 の 充 実 強 化 を 図 る こ と を
目 的 と し た 制 度 で す 。こ の 度、そ の 功 績 が 特 に 顕 著 で あ る と 認 め ら れ た 株 式 会 社 小 向 建 設 に
表示証が交付されました。
　 今 後 も、本 制 度 の 趣 旨 を 多 く の 事 業 主 の 方 に ご 理 解 し て い た だ き、消 防 団 活 動 に 対 し ご 協
力いただくとともに、さらなる地域防災力の強化に繋がることを期待します。
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アイヌ文化を次世代へ　≪ 伝承者育成事業 第 6 期生修了式 ≫

長年親しまれた看板を手に細川さんご夫妻と

権平さん（左側）

  地域おこし協力隊から事業承継者へ
　　≪ 貫気別 細川商店を受け継ぎ、地域の一員に ≫

新入学生 30 名を迎えて　≪ 平取高等学校入学式 ≫

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば

　長年にわたり地域の暮らしを支えてきた「細川商店」の経
営を細川 幸夫 さん・幸子 さんご夫妻から、令和７年度地域
おこし協力隊として活動していた権平 まゆ さん（札幌市出
身）が、４月から３代目店主として承継しました。
　権平さんは、地域おこし協力隊員（平取高校学生寮ハウス
マスター）の任期満了後も平取町での地域コミュニティ活動
が継続できる拠点を考えていたところ、商店の後継者を探し
ていた細川さんご夫妻とご縁が繋がり、「細川商店」の新し
い店主として、地域の変わらぬ日常をこれからも支えていく
ことを決めました。当面は、細川さんご夫妻の指導のもと、「長
年愛されてきたお店の良さはそのまま大切に、新しいアイデ
アも取り入れながら、さらに便利で居心地のいいお店にして
いきたい」と新天地での生活をスタートしました。

　 ア イ ヌ 文 化 伝 承 者 の 高 齢 化 に 伴 い、ア イ ヌ 文 化 に 関 す る 知 識 や 技 術・技 能 を 身 に つ け、各 地
域 で 活 動 す る ア イ ヌ 文 化 の 担 い 手 を 育 成 す る こ と を 目 的 と し た 公 益 財 団 法 人 ア イ ヌ 民 族 文 化
財 団（ 札 幌 市 ）が 事 業 主 体 で あ る 伝 承 者 育 成 事 業 第 ６ 期 生（ ４ 名 ）の 修 了 式 が、３ 月18 日 ㈬ に
イオル文化交流センターで行われ、財団より修了証書が授与されました。
　 こ の 事 業 は 、３ 年 間 の 研 修 期 間 で 、町 内 の 工 芸 家 や 二 風 谷 ア イ ヌ 文 化 博 物 館 を は じ め と す る
関 係 機 関 の 研 究 者 等 を 講 師 に、ア イ ヌ 民 族、ア イ ヌ 文 化 に 関 す る 総 合 的 な 知 識 を は じ め、ア イ
ヌ 語 、口 承 文 芸、工 芸 技 術 全 般 の ほ か、ア イ ヌ 文 化 振 興 事 業 と 地 域 を つ な ぐ マ ネ ジ メ ン ト 能 力
を養うなど、担い手としての知識を習得し、知見を深めるものです。
　今後は、各地域のアイヌ文化を根底から支える伝承者としての活躍が期待されます。

　 ４ 月 ８ 日 ㈬、令 和 ８ 年 度 の 入 学 式 が 行 わ れ、町 内 お よ
び 道 内 を は じ め、道 外 か ら は ９ 名 の 入 学 者 を 迎 え、総 勢
30 名 の 新 入 学 生 が 期 待 と 希 望 を 胸 に 平 取 高 校 で の 新
たな一歩を踏み出しました。
　 新 入 学 生 宣 誓 で は 、代 表 の 大 竹  理 仁  さ ん が 「 校 訓
で あ る『 流 汗 悟 道 』の 精 神 を 理 解 し、礼 儀 を 重 ん じ 仲 間
を 大 切 に し な が ら 、３ 年 間 一 生 懸 命 努 力 す る 」と 決 意 を
新 た に 力 強 く 宣 誓 し ま し た。ま た、三 橋 孝 臣 校 長 か ら

「 多 様 性 を 尊 重 し、自 ら の 意 思 で 学 び、『 生 き る 力 』を 育
んでほしい」と激励の言葉が述べられました。

 第６期修了生（左から）

　工藤 小夜 さん、高橋 祐紀 さん、結城　陸さん

　※ほか女性１名
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国民健康保険病院

小 田　聖 子（看護師）

国民健康保険病院

佐 々 木　澪（管理栄養士） 

建設水道課 土木用地係

荒 井　智 哉（土木技術職）

産業課 林務係

中 川　里 桜（林業専門技術職）
保健福祉課 保健推進係

山 田　 唯（保健師）

町民課 住民年金係

中 居　結 衣

令和 8 年度　平取町新規採用職員令和 8 年度　平取町新規採用職員

（写真左から）　　　　　　　　　　　　　　　　（町長から右へ）

アイヌ伝統工芸伝承支援員　柴野　　碧 さん　　平取高校学生寮ハウスマスター　齋藤　　裕 さん

国立公園振興支援員　　　　佐藤　仁美 さん　　高校魅力化コーディネーター　　横尾　美穂 さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＳＮＳ運用推進員　　　　　　　髙橋　　真 さん

新たに着任された地域おこし協力隊の皆さん新たに着任された地域おこし協力隊の皆さん

国民健康保険病院

沢 木　梨 花（看護師）

生涯学習課（教育委員会）が変わります生涯学習課（教育委員会）が変わります
　4 月から教育委員会の生涯学習課が２課に分かれ、　4 月から教育委員会の生涯学習課が２課に分かれ、「学校教育課」と「生涯学習課」になりました。「学校教育課」と「生涯学習課」になりました。
　平取高校との連携、学生寮の運営など、平取高校への支援体制の強化を図るため、あらたに「高校　平取高校との連携、学生寮の運営など、平取高校への支援体制の強化を図るため、あらたに「高校
支援係」を新設し、教育委員会に設置しました。支援係」を新設し、教育委員会に設置しました。

　　　　　　（新設）　学校教育課（新設）　学校教育課　⇒　管理係・学校教育係・アイヌ文化学習係　⇒　管理係・学校教育係・アイヌ文化学習係
　　　　　　　生涯学習課　⇒　社会教育係・社会体育係・　　　　　　　生涯学習課　⇒　社会教育係・社会体育係・（新設）高校支援係（新設）高校支援係

　なお、高校魅力化プロジェクト事業、学生寮整備事業は、まちづくり課地域戦略係が担当します。　なお、高校魅力化プロジェクト事業、学生寮整備事業は、まちづくり課地域戦略係が担当します。

　アイヌ文化の振興、平取高校の入学者増など
事業の拡充や新規事業に伴い、地域おこし協力
隊を増員して、新たな視点で円滑な運営、事業
の展開を進めていきます。
　今年度から国立公園振興支援員、SNS 運用推
進員を配置します。国立公園の指定により、幌
尻岳をはじめとする山岳エリアの魅力を適切に
伝えながら、自然保護と利活用の両立を担う人
材と、公式キャラクター「ビラッキー」を活か
し、SNS で話題性のある動画発信によりファン
づくりなど、町の魅力を全国に発信する専属的
な人材を配置して、さらに平取町への関心や来
訪に繋げていきます。
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（前ページに続き教職員辞令交付式）

　 新 年 度 が 始 ま り ま し た。４ 月 を 緊 張 で 迎 え た 児 童 生 徒 の 皆 さ ん に も そ ろ そ ろ 疲 れ が た
まってくる頃でしょうか。
　 慣 れ な い 環 境 か ら 、心 身 と も に 調 子 を 崩 し や す い 季 節 で す。感 染 症 だ け で は な く、う が
い、手 洗 い な ど、基 本 的 な 予 防 策 を し っ か り 身 に 付 け ら れ る よ う、ご 家 庭 で も 声 か け を お 願
い し ま す 。ま た、睡 眠 不 足 は 心 の 健 康 に も 影 響 し ま す。生 活 リ ズ ム を し っ か り 作 り、規 則 正
し い 生 活 を 習 慣 づ け た い も の で す。特 に、小 学 校 低 学 年 や 保 育 園 児 に と っ て は、家 庭 で の 支
援が必要です。「早寝・早起き・朝ごはん」を大切にしていきましょう。
　 子 ど も が 安 心 し て 学 校 生 活 を 送 る た め に は、「 地 域 で 子 ど も を 育 て る 」と い う 環 境 が 重 要
で す 。春 先 は 、ゴ ー ル デ ン ウ イ ー ク が 近 く な る に つ れ、交 通 量 が 増 し、車 や 自 転 車 の 事 故 が
心 配 な 季 節 と な り ま す。特 に 自 転 車 に つ い て は、こ の ４ 月 か ら よ り 一 層 気 を つ け な け れ ば な
り ま せ ん。ヘ ル メ ッ ト の 着 用 や、乗 り 方 に つ い て の 確 認 な ど、ご 家 庭 で の 対 応 も よ ろ し く お
願いします。

　令和８年度の始まり
　　　　　　元気いっぱいの新学期！

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ

　何か困ったことがあれば、まずは学校に相談を！
　　　　一人で悩まず、関係機関と連携し対応することも大切です！
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　 ４ 月 ３ 日 ㈮、令 和 ８ 年 度 平 取 町 教 職 員 辞 令 交 付 式 が 行 わ れ、新 た に 異 動 の あ っ た23 名 に
対 し て、教 育 長 か ら 辞 令 が 交 付 さ れ ま し た。交 付 式 に あ た り、教 育 長 か ら は、「 こ れ か ら の 子
ど も た ち に と っ て の『 学 ぶ 力 』と は、ど ん な 力 が 必 要 な の か、子 ど も た ち の た め に 考 え、汗
を流して頑張ってほしい」と、激励と期待の言葉が贈られました。

令和8 年度平取町教職員辞令交付式

【 後 列 左 か ら】　 　 　

  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

【 前 列 左 か ら】

　 　 　 　 　 　

【 後 列 左 か ら】　 　 　 　 　 　 　 　 　

  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

【 前 列 左 か ら】

　 　 　 　 　

【 後 列 左 か ら 】

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

【 前 列 左 か ら 】

　「子どもたちの安全を願って」
　　〜自治振興会から熊よけベル贈呈〜

　 ３ 月 2 6 日 ㈭、子 ど も の 登 下 校 や 外 出 す る 際 に 害 獣
に よ る 被 害 を 防 止 す る な ど 危 険 を 回 避 で き る よ う、
平 取 町 自 治 振 興 会 互 野 勝 弘 会 長 か ら 新 一 年 生 に

「 熊 よ け ベ ル 」が 贈 ら れ 、松 田 教 育 長 へ と 手 渡 さ れ ま
し た 。入 学 式 の 日 に 町 内 小 学 校 の 新 入 学 児 童2 2 名 に
贈 られました。
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すこやかだよりすこやかだより
保健福祉課からのお知らせ保健福祉課からのお知らせ

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
保
健
福
祉
課 

保
健
推
進
係

   

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
）

　
　
　
　
　
☎
４
‐
６
１
１
２

　
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
と
は
、

世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が

制
定
し
た
禁
煙
を
推
進
す
る
た

め
の
記
念
日
で
す
。
さ
ら
に
厚

生
労
働
省
は
、
５
月
31
日
か
ら

始
ま
る
一
週
間
を
「
禁
煙
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
は
禁
煙
に
踏
み
切
れ

な
い
方
も
、「
５
月
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日
」
は

世
界
中
の
人
と
一
緒
に
禁
煙
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

１
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で
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踏
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な
い
方
へ
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月
３１
日
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世
界
禁
煙
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ー
」

 

電
子
タ
バ
コ

　

タ
バ
コ
の
葉
を
使
用
せ
ず
、

装
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内
も
し
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は
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カ
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ト
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内
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液
体
を
電
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、発
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す
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子
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エ
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ゾ
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）
を
吸
い
込
み
ま
す
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電
子
タ
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っ
て
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、

健
康
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響
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能
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、
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す
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加
熱
式
タ
バ
コ

　

タ
バ
コ
の
葉
を
電
子
機
器
で

加
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蒸
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タ
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少
な
い
た
め
安
心
感

を
持
つ
方
も
多
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す
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近
の
研
究
で
は
、
新
型
タ
バ
コ

に
も
健
康
へ
悪
影
響
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

禁
煙
外
来
治
療
と
は

　

喫
煙
を
単
な
る
「
習
慣
」
で

は
な
く
依
存
症
と
し
て
「
病
気
」

と
捉
え
、
薬
物
療
法
を
中
心
と

し
た
治
療
を
行
い
ま
す
。
専
門

の
医
療
者
が
禁
煙
に
む
け
て
励

ま
し
た
り
、
禁
煙
方
法
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
、
あ
な

た
の
禁
煙
を
あ
た
た
か
く
支
援

し
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご

存
じ
の
と
お
り
、
タ
バ
コ
に
は

強
い
依
存
性
が
あ
り
、
依
存
度

が
高
い
方
に
と
っ
て
禁
煙
は
高

い
山
に
登
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

禁
煙
外
来
で
は
、
禁
煙
症
状

を
和
ら
げ
る
禁
煙
補
助
薬
を
も

ら
え
る
の
で
、
自
力
の
禁
煙
と

比
べ
て
よ
り「
楽
に
」「
確
実
に
」

禁
煙
で
き
ま
す
。

　

禁
煙
外
来
治
療
の
費
用
助
成

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
禁
煙
す
る
方
を
応

援
す
る
た
め
、
禁
煙
外
来
治
療

に
か
か
る
治
療
費
の
一
部
助
成

を
開
始
し
ま
し
た
。

平
取
町
は
あ
な
た
の
禁
煙
を
応
援
し
ま
す
‼

新
型
タ
バ
コ
だ
っ
た
ら

禁
煙
し
な
く
て
大
丈
夫
？

ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
」、
２
～

３
倍
の
「
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
」
が

発
生
し
て
使
用
者
に
吸
引
さ
れ

ま
す
。「
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー

ル
」
は
、
化
学
添
加
物
や
食
品

添
加
物
と
し
て
生
麺
や
唐
揚
げ

の
肉
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
に
使

わ
れ
、「
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
」
は
、

同
様
に
医
薬
品
や
食
品
添
加
物

な
ど
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
化

学
物
質
で
す
。
こ
の
二
つ
の
化

学
物
質
は
日
本
を
含
む
各
国
の

行
政
か
ら
食
品
添
加
物
と
し
て

認
可
さ
れ
た
物
質
で
す
が
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で
「
食
べ
た
場
合
」

の
基
準
で
す
。
気
化
さ
せ
て
肺

に
直
接
取
り
込
ん
だ
場
合
の
安

全
性
は
、
十
分
に
証
明
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

新
型
タ
バ
コ
も
禁
煙
を
！

　

新
型
タ
バ
コ
は
、
販
売
開
始

か
ら
の
年
月
が
浅
く
、
長
期
的

に
使
用
し
た
場
合
の
、
健
康
へ

の
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
健
康

被
害
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
エ

ビ
デ
ン
ス
は
存
在
せ
ず
、
新
型

タ
バ
コ
だ
か
ら
と
い
っ
て
安
心

で
き
ま
せ
ん
。
新
型
タ
バ
コ
を

使
用
し
て
い
る
方
も
ぜ
ひ
禁
煙

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
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春
め
く
野
眺
め
て
は
描
く
六
花
の
画　
　
　
　

石
川
佐
智
子

春
の
風
朝
爽
や
か
に
猫
の
ヒ
ゲ　
　
　
　
　
　

遠
藤　

紫
光

老
猫
も
定
席
あ
り
て
春
の
夢　
　
　
　
　
　
　

加
藤
え
い
子

仔
馬
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
馬
の
傍
に
寄
り　
　
　

川
上
八
重
子

ち
ら
つ
い
て
我
を
揶
揄
す
る
蛾
を
討
て
ぬ　
　

川
上　

洋
子

空
を
飛
び
過
去
を
旅
す
る
春
の
夢　
　
　
　
　

熊
谷　

厚
子

春
の
夢
明
る
き
は
ず
が
暗
き
世
よ　
　
　
　
　

千
葉　

俊
子

黒
牛
の
背
に
消
え
ゆ
く
春
の
雪　
　
　
　
　
　

長
野　

新
一

無
我
夢
中
に
絵
を
描
く
娘
に
風
光
る　
　
　
　

中
村　

節
子

揚
ひ
ば
り
雲
の
匂
い
を
全
身
に　
　
　
　
　
　

西　
　

希

雲
雀
鳴
き
空
へ
空
へ
と
の
ぼ
り
ゆ
く　
　
　
　

野
口
勢
津
子

椀
の
中
緑
が
ゆ
ら
ぐ
新
若
布　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

正
子

楢の実俳句会楢の実俳句会

 令和８年３月寄附件数・寄附金額

　　　　502 件   13 ,213 ,100 円

 令和７年度累計

　　（４月１日～３月31 日まで）

　　 16,662 件  345 ,376 ,963 円

ふるさと納税寄附ふるさと納税寄附

戸籍の窓口戸籍の窓口

（前月比）

人　口 4,331 人 （△ 29 人）

男 2,149 人 （△ 13 人）

女 2,182 人 （△ 16 人）

世帯数 2,382 世帯  （　 ２世帯）

※令和８年３月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数

役場関係
電話番号

平取町役場
総務課 （代表）　 ☎2-2221

まちづくり課　  ☎2-2222
アイヌ施策推進課

☎ 2-2341
観光商工課　　  ☎3-7703
産業課　　　　  ☎2-2223
農業委員会・土地改良区

☎ 2-2695
税務課　　　　  ☎2-2224
出納室　　　　  ☎2-2225
建設水道課　　  ☎2-2226
議会事務局　　  ☎2-2227

ふれあいセンターびらとり
☎ 4-6111

町民課　　　　  ☎4-6113

保健福祉課
保健推進係・子育て支援係

☎ 4-6112
介護支援係・介護保険係

☎ 4-6114
児童館　　　　  ☎2-3026
子ども発達支援センター

☎ 2-3400
地域包括支援センター

「ほほえみ」　　  ☎2-3700

平取町教育委員会
生涯学習課・学校教育課

☎ 2-2619
中央公民館　　  ☎2-2619
町民体育館　　  ☎2-2749
二風谷アイヌ文化博物館

☎ 2-2892
沙流川歴史館　  ☎2-4085
図書館　　　　  ☎4-6666

役場 振内支所　 ☎3-3211

役場 貫気別支所 ☎5-5204

平取町国民健康保険病院
☎ 2-2201

平取町社会福祉協議会
☎ 4-2267

平取町外 2 町衛生施設組合
☎ 2-2024

平取消防署　　  ☎2-2361


